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          分枝限定法によるミニマックス決定方式の探索






         ‘を確率π1，π。，…，π土（Σπ｛＝1）で採用するようだ確率化決定方式δも考え，このようなδの集合を9
         ｛＝1
で表わすことにする．
 さて
              maX｛R（θ，δ〃）｝＝min maX｛R（θ，δ）｝
              θ∈θ             δ∈豆  θ∈θ
 ここで
               f               土          R（θ，δ）二Σπ沢（θ，a｛）＝Σπゴ｛Σ工（θ，a｛（κ））∫（κ1θ）｝
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 Vere－Jonesら（1966）のTriggerモデル（branchingPoissonprocess）は本震と余震カミはっきり決
められていて，本震は定常ポアソンで生成されて各本震につきそれを起点として単調減少の危険度
9（～）の非定常ポアソンで余震が生成されるというものである．Lomnitzら（1983）のモデルはこれに本
震の大きさについての効果，すなわち余震が本震のマグニチュードに関係して増えること，そして本震
と余震のマグニチュードの出現頻度はそれぞれ異なったろ値にもとづき指数分布に従うというもので
ある．これはGutenberg－Ritcherの法則とBathの法則をおりこんだことになっているらしい．身（Z）は
大森余震減衰法則に基づき指数ではなく逆ベキ関数で与えている．
 さて通常の広域長時間カタログにおいて，広義の前震，余震，余震の余震とか地震活動の移動現象の
存在などを考えるとき，本震と余震の区別は必らずしも確固としたものとはいえたいのではたいかと思
われる．このようた立場から次のような統計的モデルを考えてみよう．まず（・）背景の地震活動（back
ground seismicity）として地震が定常のポァソソ過程で生成されている．（b）発生したどの地震につい
ても余震を持つチャンスがある．ただしその余震の平均個数はマグニチュードの指数ベキに比例する．
（・）余震の発生度合の時問的推移£（〆）は改良大森法則に従う．これら3つの仮定から，地震の発生に関
